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CASE STUDY

企業のインターネットアクセスシステムを一括管理する
「WebSERVE/セキュアアウトソーシングサービス」に
LogStareの技術が活きている

創立30 周年を迎える株式会社富士通システムソリューションズ（以下、Fsol)は、システム・
インテグレーションを手がける専門企業。中堅規模以上の顧客企業に対してコンサルティン
グからシステム構築、アウトソーシングまで幅広いサービスを提供している。そのひとつ
「WebSERVE/セキュアアウトソーシングサービス」は企業のインターネットアクセスシステムを
外部委託するサービスだ。そこには統合ログ管理システム「LogStare」の技術が使われている。
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マクロ分析とミクロ分析が同時にできるLogStareを採用

　Fsol では、企業の基幹業務から各専門業種シ
ステムまでに対応するインターネット統合ソリュー
ションサービス「WebSERVE」ブランドとして
多くのサービスメニューを提供している。
「WebSERVE 総合セキュリティサービス」は、
企業の情報セキュリティ対策に対するコンサル
ティング、システム構築、運用監視までをトータ
ルに支援するソリューションだ。
　その１サービスとして、企業のインターネット
アクセスシステムを一括して外部委託する
WebSERVE/ セキュアアウトソーシングサービ

スがある。これは企業が持つ Web サーバやメー
ルサーバ、ファイアウォール、IPS（不正侵入防
止システム）などを、アウトソーシング形式のサー
ビスとして提供するものだ。導入しているのは、
流通業、小売業、情報系ネット企業を中心に中
堅規模以上の企業が多い。当然ながら企業がイ
ンターネットを活用する際にはセキュリティは必須
事項。なかでもログ管理は内部統制からも重要
な項目となっている。WebSERVE/ セキュアア
ウトソーシングサービスのログ管理、分析機能に
はLogStare の技術が使われている。

　WebSERVE/ セキュアアウトソーシングサー
ビスが LogStare を利用し始めたのは 2003
年頃。IT ソリューションサービス本部 ネットワー
クセキュリティサービス部 プロジェクト課長の小
野慎一氏は「当時はログ管理の重要性が認識さ
れ始めたころで、ニーズは高かったが本格的な取
り組みは少なかった時代。セキュリティのためと
いうより、システムのキャパシティを調べるため
にログが管理されていました」と振り返る。
　同社では 2003 年以前にも別のログ管理ツー
ルを使っていたのだが、同部署の蜂谷剛司氏は
「当時のツールでは管理できるデータの容量に限
界があり、オーバーフローしたり処理に時間が掛
かっていました。また詳細な分析をするためには
その都度プログラムを書かねばならないなど余計
な仕事が増えていました」と以前のツールの限
界を語った。
　そこで新たなログ管理ツールを探していたとこ
ろ、出会ったのがLogStare だった。
「LogStare では、全体の傾向を見るマクロ分析

と詳細を調査するミクロ分析が同時にできまし
た。私の目に、マクロとミクロの分析が同じツー
ルのなかで行えることは新鮮に映りました。全体
の傾向を確認しているときに、異常な点を見つけ
た場合には、その画面からクリックするだけで詳
細情報が調べられます。その過程で別の疑問が
生じたら、さらに違う観点から詳細情報を調べて
いけるのです」
　現在、WebSERVE/ セキュアアウトソーシン
グサービスでのログ管理の流れは、次のように
なっている（システム図参照）。まずシステムの
ログ分析の結果をセキュリティオペレーションセ
ンターのポータル画面に表示する。そのポータ
ルを Fsol の専門チームがチェックし、利用状況
や問題点をまとめたレポートを定期的に導入企業
に提出する。このとき問題点や詳細情報を確認し
たい場合には、企業の情報システム部が自分た
ちでポータル画面にアクセスして調査することも
できる。このポータルに表示されるログ分析の技
術としてLogStareが使われている。
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企業概要
事業内容：情報システムに関するコンサル
　　　　　ティング、開発、運用、各種サー
　　　　　ビスの提供

「WebSERVE」を始め、SaaS・グローバ
ル対応の細業種別統合ERP「WebSERVE 
smartソリューション」や、トータルアウト
ソーシング「AplSERVE」など豊富なソ
リューションサービスを提供しています。ま
た、富士通グループ最大規模のソリューショ
ンプロバイダーとして、業種・業務知識を
結集し、コンサルティングからシステム構築、
運用までをワンストップサービスでご提供い
たします。

URL：http://jp.fujitsu.com/fsol/



CASE STUDY
株式会社 富士通システムソリューションズ

導入事例

・このカタログの情報は2009年10月現在のものです。内容は事前の予告無しに変更する場合があります。（CS200910-1）
・本事例中に記載の肩書きや数値、固有名詞等は初掲載当時のものであり、閲覧される時点では、変更されている可能性があることをご了承下さい。
・製品、サービス等詳細については、弊社営業担当員にご相談ください。

※ SecuAvail、LogStare は、株式会社セキュアヴェイルの商標です。
※ その他の会社名および製品名は、各社の商標または登録商標です。
※ Copyright©2009 SecuAvail Inc. All Rights Reserved.

株式会社セキュアヴェイル
本社：
〒530-0044　大阪府大阪市北区東天満1-1-19 アーバンエース東天満ビル
TEL：06-6136-0020

東京ブランチ：
〒100-0011　東京都千代田区内幸町1-1-1 帝国ホテルタワー16F
TEL: 03-5511-8757

E-Mail：sales@secuavail.com
URL：http://www.secuavail.com

LogStareの採用で導入企業のログに対する意識が変化
　小野氏は、LogStare導入効果を運用コス
トの面からも評価している。
「LogStareを使うようになって、ログ管理の
流れが変わりました。その結果運用コストは以
前と比較すると半分以下に削減できています」
　LogStare導入以前、紙で提出したレポート
の内容に疑問点を指摘された場合には、エン
ジニアが詳しく調査し、後日改めて資料を提出
することになっていた。
「再調査には手間も時間も掛かり、大きな負担
でした。しかしLogStareに切り替えた今では
すぐにポータル画面にアクセスし、必要な情報

を得られます。またお急ぎの場合には、お客様
ご自身が直接ポータル画面で調べることもでき
るので、レスポンスも良くなりました。特に最
近は内部統制、情報漏えい、コンプライアンス
などの問題があります。個人情報が関わる調査
の場合は、外部スタッフである私たちに調査を
依頼するには手続きが必要になります。お客様
がご自身で調査、確認ができるようになったこ
とはコンプライアンスの面からも有用でした」
　そもそも導入企業が自分で調べるようになっ
たのは、顧客側からの要望だったという。ログ
管理が簡単にできるようになると「レポートを見

たのだが、詳細を早く知りたい。ポータル画面
に自分たちもアクセスして、生の情報で確認し
たい」というようになったのだ。
「昔はログ管理に豊富なITの知識が必要で、専
門家以外には難しいことでした。しかし
LogStareを使ったポータル画面は非常に操作
性に優れているので、誰でも簡単に調べられま
す。そのためレポートを見て、疑問点が生まれ
たときに早くお客様ご自身で詳細情報を確認し
たいと思われるのでしょう。私たちから見ても、
お客様のログ管理の認識に変化を感じられます」
と小野氏は導入企業側の変化を認識している。
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ログ管理から得た情報を設備増強、業務改善に活かす新しい活用へ
　ログ管理に対する認識の変化を受けて、そ
の活用にも違いが生まれてきた。紙のレポート
を提出していたころは全体の状況やセキュリ
ティ対策の確認だけにとどまっていた。しかし、
さまざまな視点から分析可能になった現在、ロ
グ分析結果をシステム改善、業務改善にフィー
ドバックしようとする企業が増えてきたという。
　例えばある企業では、ログ分析の結果、迷
惑メール受信が増え業務に支障が出ていること
が判明した。そこで次の設備増強では迷惑メー
ル対策、フィルタリングを施すことが決定した。
　またペーパーレスを実現している別の企業で
は、利用状況を報告する定例会議の形態も変
わってきたという。役員も同席する会議では紙
は使わず、画面上に資料を映している。報告の

際に疑問点を指摘された場合には、その場で
ポータル画面を表示させて詳細に分析し、エン
ジニアとしての見解を述べているという。そこ
ではセキュリティ面から不正アクセスなどを
チェックしているだけではない。従業員や顧客
の利用状況も見て、企業の次の一手となる設備
増強や業務改善に活かしているとのことである。
　このようにログ管理をビジネスに応用する範
囲も広がってきている。蜂谷氏は「ログ管理と
いえば、従来はシステム管理という観点から稼
働状況の確認、セキュリティ向上のために活用
されてきました。しかし、これからは業務分析、
設備増強、そして売上向上施策などにも利用さ
れると思われます。それには統合ログ管理とい
う言葉にあらわれるように、企業内のさまざま

なシステムを横断的にログ管理、分析すること
がポイントになります。ログ管理はビジネスの
あらゆる面で重要性が高まっていくことでしょ
う」と将来のログ管理の広がりを展望している。
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